
           ※被害額及び被害箇所数は査定に基づき整理しています。
               （農地・農林業施設以外は、地震分と豪雨分を合算）

うち完了箇所数

1 道路（町道）

町内の道路552路線(査

定456件)について、順

次復旧を行っていきま

す。

昨年中に456件(552路線)全ての災害査定が完了しました。査定を終

えた箇所から順次、測量・調査・設計を進めています。工事を進める

に当たっては、上下水道の地下埋設物の本復旧を行った上で道路の復

旧を行います。また全ての路線を同時に工事することは難しいので順

番を調整しながら進めていくことになります。

236億円  456件 456件 43件 21件

2 橋梁（町）

町内の橋梁35橋(査定24

件)について、順次復旧

を行っていきます。

昨年中に24件(35橋)全ての災害査定が完了しました。査定を終えた箇

所から順次、測量・調査・設計を進めています。基本的には、従来通

りの形で復旧する予定ですが、一部の橋梁については、接続する道路

等の状況を踏まえながら橋梁等の形式を調整しながら進めていくこと

になります。

25億円 24件 24件 0件 0件

3 河川（町）

町内の河川59河川(査定

13件)について、順次復

旧を行っていきます。

昨年中に13件(59河川)全ての災害査定が完了しました。査定を終えた

箇所から順次、測量・調査・設計を進めています。工事を進めるに当

たっては、田畑・水路等の農地・農業用施設災害との調整を図りなが

ら進めていくことになります。

13億円 13件 13件 0件 0件

4 上水道

4浄水区域の被災施設や

仮設管の復旧を順次

行っています。

災害査定1,085件は昨年中に全て完了しました。今後は、水の安定供

給のため、浄水場内の設備を復旧し、送・配水管については、道路、

下水道の復旧工事と連携しながら復旧を行っています。給水管につい

ては、配水管の工事とともに復旧を行います。

38.7億円 1,085件 1,085件 6件 4件

5 下水道業

公共下水道４処理区、

農業集落排水１２処理

区、漁業集落排水２処

理区を順次復旧してい

きます

災害査定は昨年中に全て完了しました。今後は、被災度や現状を鑑

み、また、道路、上水道等の復旧工事と連携しながら、実施処理区を

調整して復旧工事を行っています。処理区内でも通行状況なども鑑み

ながら地域を区切って工事を行っていきます。

➀公共下水     52億円

➁農集排      31億円

③漁集排     3.4億円

④浄化槽（町）5.0億円

⑤浄化槽（個人）ー

➀19km

➁31km

③1.2km

④183基

⑤546基※１

➀19km

➁31km

③1.2km

④176基

⑤190基※２

➀ －km

➁ －km

③ －km

④144基

⑤163基※３

➀ －km

➁ －km

③ －km

④137基

⑤52基※４

6

農地・農林業

施設等

（地震分）

被災した農地・農業用

施設をはじめ林道、及

び人家に影響を与える

崩落した山林を災害復

旧事業を活用して復旧

します。

地震により発生した人家裏の山林崩落や農地の地割れ、農道や水路等

の損壊に対し応急的に仮復旧するほか、災害復旧事業として査定が完

了した被災案件は、順次本工事を行います。また、発注の目途が立っ

ている復旧工事は令和8年度までの完了を目指します。（発注の目途

が立っていない復旧工事であっても令和１０年度までに完了を目指し

ます。）

➀農地       12.2億円

➁農業施設   103.2億円

③林道       12.1億円

④治山       10.3億円

➀  161件

➁  344 件

③  38路線

④  26件

➀  161件

➁  344 件

③  38路線

④  26件

➀  9 件

➁  25件

③  0路線

④  5件

➀  0件

➁  0件

③  0路線

④  0件

7

農地・農林業

施設等

（豪雨分）

同上

豪雨により発生した人家裏の崩落土や農地に堆積した土砂は緊急的か

つ応急的に撤去するほか、災害復旧事業として査定が完了した被災案

件は、順次本工事を行います。また、発注の目途が立っている復旧工

事は令和8年度までの完了を目指します。（発注の目途が立っていな

い復旧工事であっても令和１０年度までに完了を目指します。）

➀農地          30.3億円

➁農業施設     28.4億円

③林道            2.3億円

④治山         0.7億円

➀  80件

➁  131件

③  9路線

④  9件

➀  80件

➁  131件

③  9路線

④  9件

➀  0件

➁  0件

③  0路線

④  0件

➀  0件

➁  0件

③  0路線

④  0件

8 漁業施設

被災した町管理漁港１

０港について災害復旧

事業を活用して復旧し

ます。

被災した物揚げ場や港内道路などを緊急的かつ応急的に修繕するほ

か、災害復旧事業として査定が完了した被災案件は、順次本工事を行

います。また、発注の目途が立っている復旧工事は令和8年度までの

完了を目指します。（発注の目途が立っていない復旧工事であっても

令和１０年度までに完了を目指します。）

46.7億円 140件 140件 5件 0件

※上記内容は、令和７年１月末時点の予定です。内容が変更となることがありますのでご了承下さい。

能登町における復旧・復興事業の状況と今後の見通し(その１）

建

設

水

道

課

農

林

水

産

課

№ 区分 事業概要 現時点の状況及び今後の事業実施方針
実施スケジュール

担当課
うち査定終了箇所数

６年度 ７年度 ８年度 ９年度以降
うち発注済箇所数

被害額

（億円）

被害箇所数

ｽｹｼﾞｭｰﾙの見通しが立っている工事や事業に関するもの

工事や事業の実施に係る準備や調整に関するもの

具体的なｽｹｼﾞｭｰﾙが決まっていないもの

※資料の

見方



①柳田小学校 補修復旧で災害査定受検済み。現在発注準備中。令和7年度上半期中に完成予定。 0.5億円

②宇出津小学校 補修復旧で災害査定受検済み。発注済み。令和7年度上半期中に完成予定。 1.1億円

③鵜川小学校 補修復旧で災害査定受検済み。現在発注準備中。令和7年度上半期中に完成予定。 0.3億円

④小木小学校 補修復旧で災害査定受検済み。現在発注準備中。令和7年度上半期中に完成予定。 0.7億円

⑤松波小学校
解体新築予定。現在仮設校舎建設済み、新築に関する設計を実施中。

令和8年度末完成予定。

仮設10億円

新築約20億円

⑥柳田中学校 補修復旧で災害査定受検済み。現在発注準備中。令和7年度中に完成予定。 約2.8億円

⑦能都中学校 補修復旧で災害査定受検済み。発注済み。令和7年度上半期中に完成予定。 0.6億円

⑧小木中学校 補修復旧で災害査定受検済み。発注済み。令和7年度上半期中に完成予定。 0.5億円

⑨松波中学校 現在補修方法検討中。令和7年度中に完成予定。 約0.5億円

➀公民館全般

町立公民館（全１５館）ほぼ全ての館に壁のクラックや駐車場の亀裂などの被害があります。公民館など社会

教育施設は令和７年度から国の災害復旧事業が開始されますので、国に事業申請を行い、順次復旧工事を実施

して行く予定です。また今後旧耐震基準の公民館（築40年越え6館）の建替えを計画的に行います。

約3億円
（災害査定前概算額）

➁秋吉公民館
秋吉公民館は震災により特に被害が甚大です。

令和6年度に設計、令和7年度に新築工事を行います。 設計 建設工事

新築約1.6億円
（災害査定前概算額）

③不動寺公民館 令和7年度より不動寺公民館の建替えを行います。令和7年度に設計、令和8年度に新築工事を行う予定です。
設計 建設工事

老朽化のため

11 体育施設

内浦総合運動公園

能都体育館

柳田体育館

震災により被害を受けたスポーツ施設の再整備計画を立てたうえで復旧事業を行います。

能都体育館、柳田体育館は大きな被害があり、内浦総合運動公園については津波浸水被害を受け、ほとんどの

施設が使用できなくなりました。現在は、柳田小学校と小木中学校の体育館、能都第２体育館の使用料を減免

し、一般利用できるように運用しています。

スポーツ施設の復旧には、大きな費用がかかること又、被害を受けた施設は旧耐震基準の建築であり老朽化に

より、たとえ修繕しても⾧期使用が難しい懸念もあることから、町公共施設個別施設計画の見直し結果を踏ま

えて、進める予定です。

約8億円
（災害査定前概算額）

柳田保育所
柳田保育所の建築工事については、令和６年度で完了予定です。

令和７年度中に外構工事を完了予定です。
0.6億円

こどもみらいセン

ター

施設災害復旧工事にの実施にあたって関連する河川災害復旧工事との調整を要するため令和6年度に実施設計

を実施します。令和７年度に河川災害復旧工事の状況に合わせて復旧工事を完了予定です。
0.2億円

13
健康福祉施

設

能登七見健康福祉

の郷「なごみ」

 プール天井梁の破断、男子浴場天井の落下、プール、浴槽からの漏水、給排水設備、電気設備の損傷、浄化

槽等が破損しています。修繕にはプール、浴場の屋根は全取替の必要性もあるなど詳細な調査が必要な状況で

す。甚大な被害状況のため、再建については、今後の施設のあり方を含め、幅広い観点からの検討が必要で

す。

10億円以上

※上記内容は、令和７年１月末時点の予定です。内容が変更となることがありますのでご了承下さい。

9

公民館10
設計・査定・工事

公共施設個別施設

計画の見直し

スポーツ施設再整備

計画策定、再整備

事業の実施

学校施設

児童施設12

実施スケジュール 被害額（億円）

※金額は災害査定額

（一部を除く）

担当課

能登町における復旧・復興事業の状況と今後の見通し（その２）

№ 区分 施設名 現時点の状況及び今後の事業実施方針

教

育

委

員

会

健

康

福

祉

課

６年度 ７年度 ８年度 ９年度以降

ｽｹｼﾞｭｰﾙの見通しが立っている工事や事業に関するもの

工事や事業の実施に係る準備や調整に関するもの

具体的なｽｹｼﾞｭｰﾙが決まっていないもの

※資料の

見方
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